
県立学校を核としたまち・ひと・しごと創生推進事業（２０１９年度高校教育課新規事業）
＜県立学校が地域と緊密に連携した体制を構築し、地域振興に結び付く実践的な教育活動を地域と協働で展開＞地域課題解決学習モデルの研究

学校運営協議会委員（１０名）

副町長、大学職員、保護者・町教委・
小中学校長会・商工会・JA・福祉協議
会・保育所長会各代表、学校長

学 校
【学校運営の基本方針】

国際的な視野を持ち、地域資源を生かす学
びを取り入れ、地域社会で活躍しリードす
るグローカル人材の育成を目指す

学校運営協議会

・現状、課題等の共有
・学校運営、教育活動
の支援等の協議

本校の地域課題解決学習モデルの研究テーマ（主な取組） 地域における高校生の関わり

地域資源を生かした観光や農畜産業、高いブランド力を持つ製
造業等の諸産業との本庄版デュアルシステムの構築

☑特徴的地域資源、社会資源を活用した企業や施設等での実習
と学校での学習を一体化させた職業人育成カリキュラムの研究

地域・企業ニーズに合った「人材の育成」

・多様な学びや充実したキャリア教育の実践を通して、進学・
就職体制をさらに充実

・地元企業や関係機関と連携し若者が地元で活躍できる環境を
創出

①キャリア教育 ②地域連携 ③学校評価

キャリア教育の充実
１年次：総合学科必履修科目「産業社会と人間」を中心に、自己の

在り方・生き方についての自覚の深化
２年次：デュアルシステム（長期の職場・職業体験）による学校の

学びと地域での学びの融合
３年次：課題探究活動による学びの深化と総合学科実践研究発表会

における成果発表及び地域への発信

校外ボランティアによる地
域貢献

地域の実情や課題を知り、
主体的に考え行動する生徒
の育成
※ ＣＳサポートスタッフ

（県教委配置）の活用

ＰＤＣＡサイクルによるカ
リキュラム・マネジメント
の実施

従来の学校評議員会の機能
を継続し、社会に開かれた
教育課程を実現

県教育委員会

・委員の委嘱・任命
・指導・助言・支援
・ＩＣＴ街づくり
ＬＡＢＯの設置

・研究補助費 等

意協
見議
の会
尊か
重ら
の

創立１０６年宮崎県立本庄高等学校版コミュニティ・スクール 「築け 地域との新たなつながり 拓け 学校の可能性 照らせ 生徒の未来」

地 域
地域住民、自治体
企業、社会施設等

・本校生による地
域貢献、社会参
加、情報発信等

・本庄高校を核と
した東諸県郡創
生の推進

・本庄高校魅力化
推進協議会
（年２回開催）

連
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働

校内組織

運営委員会
◎教頭○主幹教諭
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